
昭和４８年１月13e X3II郵便物輿可ＨＳＫ通魯２１２号平成元牽１まsieB≪m毎月１０日発r, ] ≫1 00円

発行・北海道身体皿害者団体定期刊行鶴協会ｇ裏／釧路地方腎友会

危急載趣
HSK

【目

　

次】

シャント

各望－

編集／釧路地方腎友会

戦後流行語

腎移植と私

会員の動向

一 一 一

－ －

－ －
- 一 一

■ - -

２

１
３

３
４

６

７

８
９

根室地方のまわりｰく岡田
ベエ藤

わが街・うまいもの探望
クロスワードパズル

昌

信

治

博

》

》

－ - a ･ ･ － 一 一 - － 一 一
-

－

'･ゝ

-



シ
争
ン
ト

釧
腎
会
の
事
務
所
設
置
な
る
か

餌
腎
会
会
長
上
．
田

弘

　

釧
路
堆
万
腎
友
会
発
足
以
来
、
腎
友
会
の
事

務
所
は
１
０
数
年
間
に
わ
た
り
、
釧
路
市
立
病

院
・
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
御
好
意
に
よ
り
、
透

析
患
者
の
更
衣
室
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
仮
の
住
ま

い
で
あ
り
、
常
に
将
来
的
に
は
患
者
会
（
腎
友

会
）
専
用
の
事
務
所
を
確
保
で
き
る
よ
Ｉ
つ
模
索

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

特
に
最
近
で
は
思
者
数
の
増
加
に
と
も
な
い
、

資
料
・
備
品
の
増
加
に
加
え
、
各
種
連
絡
・
相

談
一
″
‘
ど
が
増
え
、
ま
た
、
腎
友
会
の
活
動
丙
容

も
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
以
前
か
ら
専
用
の

事
務
所
の
必
要
性
を
痛
悠
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
願
い
を
か
な
え
て
も
ら
う
べ
く
、
何
と

か
来
年
度
に
向
け
て
、
釧
路
一
叩
所
管
の
施
政
内

に
腎
友
会
の
事
務
所
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
、
釧
路
市
の
予
算
縞
成
時
期
に
あ
わ

せ
、
別
紙
の
と
お
り
の
要
望
書
を
釧
路
市
長
あ

て
に
提
出
し
た
も
の
で
す
．

　

そ
の
時
に
対
応
し
て
下
さ
っ
た
、
釧
路
市
の

福
祉
部
長
さ
ん
の
話
さ
れ
た
感
触
で
は
、
「
事

務
所
用
の
部
屋
が
な
ん
と
か
確
保
さ
れ
る
の
で

は
」
と
い
う
雰
囲
気
で
あ
り
、
「
ま
る
で
可
能

性
な
し
」
と
い
ｉ
状
況
で
な
い
こ
と
は
確
か
で

あ
り
ま
し
た
．

　

さ
て
、
こ
の
事
務
所
の
ス
ペ
ー
ス
が
、
実
際

に
確
保
さ
れ
た
と
し
た
場
合
に
、
各
患
者
会
（

腎
友
会
）
と
し
て
、
い
く
つ
か
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
点
が
あ
り
ま
す
．

　

そ
れ
は
、

　

①
腎
友
会
の
単
独
事
務
所
に
す
る
か
．
ま
た

　
　

は
難
病
連
釧
路
支
部
と
共
同
の
事
務
所
と

　
　

す
る
か
で
す
．

　

②
事
務
所
の
運
営
資
金
の
問
題

　

③
事
務
所
員
の
配
置
体
制
を
ど
う
す
る
か

　

④
事
務
所
用
備
品
が
、
ど
の
程
度
必
要
か

　

な
ど
、
当
面
す
る
課
題
が
あ
り
、
今
後
、
各

患
者
会
、
特
に
難
病
連
釧
幣
支
部
と
の
調
整
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
．
腎
友
会
内
部
と
し
て

は
、
腎
友
会
活
動
の
体
制
整
備
と
と
も
に
、
会

員
各
位
の
積
極
的
な
御
協
力
を
お
願
い
し
な
け

　

一

れ
ば
な
り
ま
す
ん
。
ま
た
、
事
務
所
が
右
効
活
１

用
さ
れ
る
た
め
の
お
知
恵
を
拝
借
し
な
け
れ
ば

　

一

な
り
ま
せ
ん
。

　

事
務
所
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
１
０

数
年
間
に
わ
た
る
腎
友
会
に
間
す
る
各
種
資
科

を
Ｉ
ヶ
所
に
整
理
・
集
約
さ
れ
る
た
め
、
今
後
、

誰
も
が
そ
の
資
料
を
必
要
な
時
に
利
用
し
、
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
役
員
並
び
に
会
員
さ
ん
方
の
よ
り
所

と
な
ひ
、
腎
友
会
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
ｉ
効

率
的
な
連
爾
ｉ
は
か
り
、
活
動
の
更
な
ｌ
茜
既

に
つ
な
が
る
よ
う
に
考
£
な
け
れ
ば
な
o
i
ｒ
ｔ
せ

ん
。

　

少
な
か
ら
ず
困
難
性
を
と
し
な
つ
事
案
が
出

る
と
思
い
ま
す
が
、
会
員
諸
氏
の
積
極
的
・
前

進
的
な
協
力
に
よ
り
、
困
難
な
部
分
を
恵
服
し

て
い
き
、
腎
友
会
の
発
展
に
つ
な
げ
！
し
ょ
う
。
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要望項目
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平ぺ元ぷ１Ｊ月

釧路市新富町I. :"■7 --/

　

林田クリニック内

　

釧路地方腎友会

　

会

　

長

　　

上

　　

田

釧路地方腎友会の事務所用スペースを確保願います。

要望理由

弘

日

　　

私達は、人工透析を受けながら、社会の一員として懸命に社会復帰を続け

ている、身体障害者一級（内部）に認定されている人工透析患者であります．

　

主に人工透析患肴で組織している釧路地方腎友会は．昭和５１年に釧路・根

室支庁管内を管鴨区域として結成され、現在２０４名の会員で組織され、飢路

市内にも１００名を越える会員（透析患者）が居倖しております．

　

すでに御承知の事と思いますが、人工透析を受けている愚考が、健常者と同

じ生活を送るには、腎臓移植を行う以外に方法はなく．私どものような慢性腎

不全悪者が生命を保持するには、人工透析を生涯饒けなければなりません．

　

人工透析治康は、患者さん個々の状態によりますが、大部分の人は決められ

た病院で、一週間に３回、一回に４～５時間を必要とします．

　

透析患者は、近年特に増加傾向にあり、新しい患者さんが発生した場合には．

日常生活の相談・年金・医療費など、各種の相談をする特定の場所がなく、不

安を持ちながら透析に導入されるのが実取であります．

　

また、愚考さん達は、治ることのない病気と闘いながら、生活上並びに病気

２－

－
・
－

『
－
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｆ
‐



―
・
よ

に対する不安を常に持ちながら、会員岡志の経験交流と長期透析者との話合い

　

ｊ

をする冪により悩みを解消することもあり、腎友会の存在が非常に大きな役目

をはたし、愚者さんが社会復帰に専念出来る良い結果となっております、

　　　

１

　

μμ地方腎友会では、恵者さんがいつでも相談にいき、月分の悩み話せる､.I･

　

・
‥ド……'l置寸心､ことが永年の懸案事項でありました．

　

患者数の'^^m'.こより、釧路地方腎亥会の会員も多くなっ、各種の活勁・連乱

　　

Ｉ
・伊瓢収集など、・務局ｚ務の多物化・各種資科のj舞だなどもあり、i7路地で

腎友会本聶ぷ･の必貫性を庸感していろところであります．

　

そこで．む?励市で管理している旅設に、釧陛地方野友会の事務所として利痢

　　

ｌ
出采るスペースを・保して頂きたく要皇致します．

　　　　　　　　　　　　　

！

　

なお、釧路地方腎友会は、北海道政病遠の組織にも加入しており、この事務

所が慧病逐銕ａ支部と共同利用出来るようになれば、多くの難病愚者の相談窓

口ともなり．孤独で相談するところがなく悩んでおられる甦病患者さんにも、

有効活用出来るものと思います．

　

どうか、釧路市役所管理下の施設に「銕爵地方腎友会の相談室兼事務所」と

して利用出来るスペースを、一室確俣して下さいますよう．特段の御配慮をお

願い申し上げます．

　　　　　　　　　　　

－
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流
行
言
黄
で
み
た
時
代
の
風
景
．
な
つ
か

．
し
く
思
わ
れ
る
方
が
い
る
か
_
≫
.
.
.
･

あ
な
た
の
生
３
・
れ
た
年
に
は
こ
ん
な
事
が

(
戦
前
生
t
Ｗ
れ
の
方
、
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
）

・
昭
和

4
7
年

列
馬
α
危
論
で
、
決
断
と
実
‥
防
の
川
巾

内
閥
が
r
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中
道
女
を
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と
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根
室
地
方
の
ま
わ
り

　

釧
路
地
方
腎
友
会
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。

　

根
室
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

根
室
地
方
に
は
、
透
析
施
設
が
Ｉ
ケ
所
し
か

な
く
、
市
が
根
室
病
院
に
透
析
室
が
出
来
た
の

は
昭
和
五
十
八
年
二
月
。
ペ
ッ
ト
航
£
八
台
、

患
者
数
が
三
名
、
ス
タ
ッ
フ
が
四
名
で
始
ま
り
、

今
で
は
ペ
ッ
ト
数
が
十
一
台
、
患
者
数
が
二
十

七
名
、
会
員
が
二
十
名
で
す
。

　

月
・
水
・
金
は
二
部
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

管
内
に
肺
謨
が
Ｉ
ケ
所
し
か
な
く
、
地
方
の
患

者
さ
ん
は
通
院
が
出
来
ず
、
入
院
か
ま
た
市
内

に
部
屋
を
借
り
て
い
ま
す
。

　

腎
友
会
の
方
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら

始
ま
り
、
今
年
で
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の

前
ま
で
は
、
釧
路
地
方
腎
友
会
の
会
貝
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
上
田
会
長
さ
ん
か
ら

　

『
そ
ろ
そ
ろ
独
立
し
て
は
』
と
言
う
こ
と
で
、

発
会
し
ま
し
た
。

W

　

「
そ
れ
は
4
　
1
1
え
る
≒
阿
々
と
Ｈ
‘
。
’
心
に
は

さ
い
て
お
こ
う
／
こ
の
Ｉ
.
＼
ヶ
キ
が
た
ま

ら
な
い
の
で
す
」
『
処
戚
で
や
う
て
ご

ら
人
よ
』
。

●
昭
和
5
0
年

ク
リ
ー
ン
ー
采
に
グ
リ
ー
‘
‐
’
・
フ
'
r

_

ド
。
」
島
茂
雄
の
ク
リ
ー
ン
・
ベ
ー
ユ

ボ
ー
心
な
ど
。
ク
リ
ー
ン
は
や
り
。
「
ツ

ッ
バ
リ
」
。
「
チ
カ
レ
タ
ピ
ー
≒
。
『
め
ん

な
あ
の
暗
の
な
ん
な
の
■
i
U
j
'
-
ｃ
…
'
し
Ｉ

す
る
*
｡
'

＊
｡
"
？
4
J
-
す
る
人
｀
』
『
ぴ
と
昧

ち
が
い
ま
Ｊ
ｊ
「
泳
げ
／
た
い
や
き
く

ん
」
「
オ
ヨ
ヨ
」
。

●
昭
和
5
1
年

黒
い
ピ
ー
ナ
ー
ワ
ツ
。
記
憶
に
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
｛
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
な
ま
こ
二
木

お
ろ
し
。
灰
色
高
i
a
r
ｊ
Ｂ
Ｍ
の
ゐ
と
が
･
Ｍ

を
「
受
‐
皿
」
。
畷
差
値
万
能
の
世
に

r
≫
ｆ
ｌ
-
-
｡
花
の
応
援
団
』
か
ら
『
ク
ェ
ッ

ク
ェ
ッ
≒

●
昭
和
5
2
年

　

７
二
し
ゃ
よ
っ
Ｉ
二
ご
の
田
中
角
栄

被
告
。
こ
の
年
「
円
鳥
」
で
Ｉ
ド
ル
ニ

四
〇
円
・
珂
魚
こ
ろ
が
し
。
『
ル
ー
ツ
』

に
よ
り
ル
ー
ツ
探
し
ブ
ー
ム
。
若
者
は

モ
ラ
ト
＝
■

Ｋ

■
:
;
人
剛
に
■
Ｒ
ラ
オ
ヶ
。
ジ

ョ
ギ
ン
グ
が
は
や
り
。
『
岬
ん
で
乙
‐
ｇ
』

　

「
誓
通
の
女
の
子
に
硬
り
た
い
J
。

●
昭
和
5
3
年

　

［
不
律
実
性
の
時
代
］
「
窓
際
族
」
ぶ

ン
チ
ヤ
ツ
テ
｡

r
―
｡r
>
｡-
T―
　
*
　
―
」
「
今
方

-４-

　

年
間
の
行
事
と
し
て
は
、
野
遊
会
・
キ
ャ
ン

プ
・
新
年
会
こ

ヤ
ン
ペ
ー
ン
や
、
釧
路
地
万
腎
友
会
と
共
に
年

賀
状
の
斡
旋
を
や
っ
て
い
ま
す
。
会
の
運
営
に

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
増
加
と
共
に
、
医
療
費
が
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
会
活
動
と
し
て
お
互
い
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

根
室
地
方
腎
友
会
・
岡
田



腎
移
植
と
私

　

皆
様
お
元
気
で
す
か
。

　

私
は
昭
和
六
十
二
年
六
月

十
一
日
、
兄
か
４
左
側
の
腎

臓
を
も
ら
い
、
右
下
腹
部
に

移
植
し
ま
し
た
。
早
い
も
の

で
、
移
植
後
二
年
五
ヶ
月
の
歳
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
兄
の
健
康
は
左
腎
摘
出
前
と
大
き
な
変

化
は
な
く
、
元
気
に
仕
事
を
し
て
お
り
、
何
よ

ｎ
／
ｋ
）
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
五
？
六
ヶ
月
に
一
度
の
割
合
で
腎
機
能
、

肝
機
能
な
ど
の
検
査
を
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

薬
な
ど
を
飲
む
必
要
も
な
く
、
普
通
の
生
活
を

お
く
っ
て
お
り
、
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

腎
移
植
体
制
が
整
備
さ
れ
、
組
織
適
合
性
検

査
の
進
歩
や
新
し
い
免
戻
抑
制
剤
の
開
発
な
ど

に
よ
り
、
腎
移
植
は
あ
る
意
昧
で
は
身
近
な
も

の
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
大
切
な
腎
臓
を
移
植

す
る
と
い
う
鐙
希
・
み
、
図
会
に
巡
り
合
え
ご
て
れ

が
実
現
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

私
か
慢
性
腎
不
全
で
人
工
透
析
を
受
け
始
め

た
の
は
、
昭
「
六
十
一
年
四
月
一
日
、
三
十
五

１・

工
藤
信
博

）｜

　

位
外
交
』
『
足
切
り
』
『
ろ
ん
な
が
ま
役
』

　

ア
ー
ウ
ー
大
平
政
権
誕
生
．
『
嫌
鯉
権
』

　

『
地
方
の
時
代
』
、
『
私
き
れ
い
C
-
.

.

^

　

問
い
か
け
る
「
口
裂
‐
女
｀
「
り
ン
パ
タ

・
－
ン
」
．

　

●
昭
和

5 4
年

　

自
民
党
か
ら
大
平
．
樋
田
の
二
人
が
甘

　

相
候
補
に
立
つ
、
『
円
（
‥
）
Ｕ
抗
争
j
'
グ

　

ラ
ヤ
ン
ａ
(
≪
5
i
J
'
:
W
a
£
Ｕ
＜
j
l
i
5
:
の
知
恵
）

　

と
ウ
ソ
ぶ
く
松
野
粗
二
代
議
■
＾

■
'
"
.
…
.
サ

　

＋

-
＾
f
i
H
j
　
f
･
P
:
^
＾
"
J
　
*
"
ヤ
'
･
'
-
J
　
m

　

-
j
　
£
;
■
こ
と
ば
は
や
る
･
　
r
関
白
ｗ
言
』

　

『
イ
ン
ベ
ー
ダ
―
j
　
I
'
Ｈ
'
-
Ｒ
Ｄ
-
^
j
　
r
ダ

　

サ
い
』
．
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ふ
ン
パ
ー

　

ワ
ン
」
．

　

●
昭
和
5
5
年

　

解
散
、
ダ
ブ
ル
遭
挙
．
大
挙
蜂
湘
急
死
．

　

自
民
大
筋
．
鈴
木
≫
!
外
性
内
閣
j
≪
ｅ
、

　

『
募
μ
あ
く
ま
え
に
芝
居
が
終
わ
っ
て

　

い
た
』
．
『
そ
れ
な
り
に
』
が
は
や
っ
た
．

　

『
赤
信
号
．
．
ん
ｈ
・
で
暖
れ
ば
こ
わ
く
な

　

い
』
『
カ
ア
"
.
　
-
-
.
■
.
:
-
:
■
■

:
　
…
≪

　

ト
ク
こ
ヵ
’
一
一
．
の
i
.
-
.
Ｗ
-
'
^

-
　
'
．
『
一
、
t

　

ウ
い
』
ノ
ニ
・
ｔ
？
ご
’
片
の
”
１
呪

‘ ’

　

『
買
毒
観
″
ご
っ
四
Ｃ
に
I

ｗ

I
　
-
-

　

ゼ
汐
』
、

　

●
昭
和
5
6
年

　

公
共
事
象
■
k
J
め
ぐ
る
政
官
回
Ｉ
着
を
．

　

『
Ｂ
本
Ｕ
＜
:
'
Ｓ
:
t
ｅ
.
.

^
O

■
■
■

:

^
-
^
-

　

Ｉ
ド
公
判
ｒ
ｎ
じ
Ｉ
ｌ
ｙ
．
’
ｌ
’
い
‘
ひ

　

-
ｕ
£
し
／
■
f
l
＾
年
退
職
者
を
『
粗
大
ゴ
ミ
J

　

と
呼
べ
１
一
年
』
『
冑
い
鳥
症
峡
■
j
j
~

５-

《
釧
路
市
立
病
院
》

歳
の
時
で
し
た
。
導
入
時
の
不
安
と
水
分
制
限

に
耐
疋
な
が
ら
週
三
回
の
夜
間
透
析
を
一
年
二

ヶ
月
受
け
ま
し
た
。
こ
の
間
、
健
康
の
大
切
さ

を
身
に
し
み
て
感
じ
、
障
害
を
持
つ
身
で
あ
っ

て
も
積
極
的
な
人
生
を
送
っ
て
い
る
多
く
の
人

に
巡
ひ
合
い
、
そ
し
て
多
く
の
人
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

水
分
制
限
に
慣
れ
る
間
も
な
い
と
き
、
兄
が

腎
臓
の
提
供
を
承
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。
移
植

手
術
の
前
後
の
様
子
を
思
い
出
し
て
み
る
と
次

の
よ
う
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
八
月
上
旬

　

兄
が
腎
臓
を
提
供
す
る
こ
と
を
承
諾

昭
和
六
十
二
千
１
　
一
月
上
旬

　

市
立
札
幌
病
院
に
て
組
織
適
合
性
検
査

昭
和
六
十
二
年
一
八
月
四
日

　

移
植
の
た
め
市
立
札
幌
病
院
に
入
院

昭
和
六
十
二
年
六
月
十
一
日

　

移
植
手
術

昭
和
六
十
二
年
六
月
十
三
日

　

水
分
制
限
解
除



昭
和
六
十
二
年
六
月
十
四
日

　

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
十
五
代
か
ら
二
代
に
下
降

昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
五
日

　

兄
退
院

昭
和
六
十
二
年
七
月
十
八
日

　

再
手
術

昭
和
六
十
二
年
八
月
十
七
日

　

本
人
退
院

昭
和
六
士
二
年
六
月
十
一
日

　

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
上
昇
の
た
め
市
立
釧
路
総

　

合
病
院
に
入
院

平
成
一
年
六
月
七
日

　

二
十
四
時
間
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
血
中
濃
度

　

検
査
及
び
腎
生
検
の
た
め
に
市
立
札
幌
病

　

院
に
入
院

　

移
植
手
術
を
し
て
人
工
透
析
を
受
け
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
現
在
は
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
か

ら
解
放
さ
れ
、
移
植
後
の
自
己
管
理
（
免
疫
抑

制
剤
な
ど
の
薬
を
忘
れ
ず
に
飲
む
こ
と
、
無
理

を
し
て
再
び
賢
不
意
に
な
る
場
合
が
多
い
の
に

注
意
す
る
こ
と
ご
で
の
他
）
に
も
徐
々
に
慣
れ
、

一
般
の
健
康
な
人
と
大
差
な
い
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
・
つ
に
元
気
に
働
け
る
の
は
、

兄
を
始
め
、
病
院
の
先
生
・
や
看
護
婦
さ
ん
、
職

場
の
皆
芒
ん
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
ご
慈
愛
し
、

ま
す
ま
す
元
気
で
生
活
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

「
ク
リ
ス
タ
ル
族
」
「
ぷ
り
っ
子
J
若

者
は
「
え
ぐ
い
」
を
カ
ッ
コ
イ
イ
の
意

味
に
恨
い
、
『
ウ
ッ
ソ
ー
、
ホ
ン
ト
ー
、

カ
ワ
ユ
ー
イ
』
で
万
事
Ｏ
Ｋ
．
「
ん
ち

ゃ
｀
な
ど
ヤ
ン
ガ
こ
-
u
ば
６
は
や
る
．

ｓ
昭
和
5
7
年

事
什
岨
俗
化
の
年
で
あ
っ
た
。
日
航
柵

羽
田
事
紋
か
ら
『
逆
噴
射
』
『
心
身
症
』

r
槌
長
″
。
何
を
す
る
人
で
す
か
』
。
ホ
テ

ル
ー
ユ
ー
ジ
ヤ
パ
ン
の
火
事
は
『
横

井
商
法
』
。
鈴
木
甘
相
は
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

Ｗ
Ｈ
Ｏ
？
』
で
引
退
。
「
根
暗
」
『
ル
ン

ル
ン
』
「
お
い
し
い
生
活
」
『
ほ
と
ん
ど

ピ
ョ
ー
キ
』
は
や
る
。

●
昭
和
5
8
年

’
フ
レ
ピ
小
説
か
ら
『
お
し
ん
ブ
ー
ム
』

に
わ
い
た
。
田
中
判
決
選
挙
で
自
民
大

敗
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
と
の
r
｡
/
｡
i
ｗ
立
」

で
し
の
ぐ
。
中
曽
祖
首
相
は
『
日
本
列

為
不
沈
空
母
』
Ａ
'
ｔ
ａ
い
、
レ
ー
ガ
ン
と

の
関
係
を
『
ロ
ン
ー
ヤ
K
j
　
／
f
i
j
J
i
f
ｔ
i
a

小
』
「
勝
手
連
」
「
イ
ー
ト
そ
a
e
-
.
j
"
＊
;

く
ば
り
」
『
い
か
に
も
一
艇
大
衆
が
喜

び
そ
う
な
』
コ
’
ヤ
ン
ニ
＋
■
ﾝ
ｰ
"

●
昭
和
5
9
年

ロ
ン
ー
ヤ
ス
再
選
の
年
で
あ
っ
な
。
事

件
は
『
か
い
人
2
1
面
相
』
。
こ
こ
か
ら
「
愉

報
犯
」
『
劇
鳩
犯
卵
』
「
犯
潭
の
芸
晩
化
」

が
苫
わ
れ
た
。
図
＠
。
九
割
が
中
流

意
識
と
い
う
時
代
に
。
「
パ
フ
ォ
ー
マ

-６-



中
国
料
理

　
　

陽

陽

　

亭

釧
路
市
新
富
町
十
五
の
十
九

　

・
べ

　
　

電
話
二
下
六
三
八
八

　

″一

　
　
　
　
　

二
四
圭
二
〇
二
五

　

今
回
の
お
店
は
、
中
国
料
理
・
陽
陽
亭
で
す
。

開
店
は
六
十
年
五
月
で
、
店
主
は
札
幌
市
内
の

ホ
テ
ル
で
四
年
、
釧
路
バ
シ
フ
ィ
ク
ホ
テ
ル
で

七
年
の
経
験
が
あ
り
、
腕
前
は
な
か
な
か
の
も

の
。
で
す
。

　

人
気
メ
ニ
ュ
は
。
『
あ
ん
か
け
焼
き
そ
ば
』

　

『
チ
ャ
ー
ハ
ン
』
『
五
目
ラ
ー
メ
ン
』
『
肉
ニ

ラ
定
食
』
L
'
中
華
風
焼
肉
定
食
」
と
、
メ
ニ
ュ

ー
も
そ
ろ
っ
て
お
り
、
ボ
リ
ュ
ウ
ム
も
た
っ
ぶ

り
で
、
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

注
文
の
時
に
、
薄
味
に
た
の
む
と
好
み
の
味

に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

昼
時
は
大
変
混
み
あ
い
、
出
前
も
あ
り
ま
す
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
五
人
、
小
上
が
り
二
人
。

　

朝
十
一
時
ノ
夜
八
時
三
十
分
ま
で
。

　

海
辺
・
巳
躍
日
ば
定
休
日
で
す
。

ｉ
！
Ｉ
Ｉ

　

回
転
式
才
Ｉ
ド
ブ
ル
を
、
一
万
円
で
年
末
に

は
注
文
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

丿

ン
ス
」
『
ス
キ
ソ
、
パ
ラ
ノ
』
『
イ
ッ
キ

イ
ッ
キ
』
『
ち
や
う
ぷ
い
ち
や
り
ぷ
い
』

『
ビ
ー
タ
ー
パ
ン
症
候
群
』
「
べ
れ
な
い

族
」
、
ロ
ス
五
輪
は
、
コ
マ
ー
シ
ャ
≫
.
ン

ピ
ッ
ク
．

・
昭
和
6
0
年

ｍ
中
角
栄
被
宵
の
脳
卒
中
で
r
角
抜
き
」

政
界
が
．
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
接
墜
落
で
五

二
〇
人
死
亡
．
『
ダ
ッ
チ
ロ
ー
ル
』
が
流

行
語
に
．
『
ロ
ス
暖
感
』
『
三
浦
現
象
』

　

『
ペ
ー
パ
ー
商
法
』
．
輸
入
ワ
イ
ン
に
よ

る
『
ブ
レ
ン
ド
ワ
イ
ン
』
「
分
衆
・
少
衆
」

写
真
週
刊
誌
が
『
Ｆ
Ｆ
す
る
』
時
代
に

新
人
類
．

●
昭
和
6
1
年

中
―
根
首
相
の
『
知
的
水
準
』
兇
言
が

民
族
差
別
発
言
に
ま
で
発
展
し
た
．
略

の
回
路
が
切
れ
た
感
じ
が
『
ぷ
っ
つ
ん
』
．

究
極
の
グ
ル
メ
志
向
は
「
矣
昧
し
ん
ぽ
」

新
人
類
相
場
は
こ
わ
い
も
の
知
ら
ず
．

企
業
も
傭
人
も
『
財
テ
ク
』
に
梢
＊
<
=
＝

す
．
『
激
葦
』
’
男
女
均
等
元
年
』
「
フ

９
ン
現
象
‘
．

●
昭
和
6
2
年

み
ん
な
『
中
讐
根
C
f
<
t
の
お
か
げ
で
す
』
．

ウ
:
＼
＊
≫
つ
く
こ
と
を
『
ナ
カ
ソ
ネ
る
』
と

苫
う
．
防
衛
賢
一
％
枠
突
破
･
Ｈ
^
'
r
<
元

午
．
ド
ル
ー
五
〇
円
台
の
円
高
不
睨
．
な

の
に
世
界
は
Ｉ
シ
ャ
パ
ン
ー
プ
ロ
プ
レ
ム
』

　

r
ジ
<
-
'
…
＼
Ｉ
パ
ッ
シ
ン
グ
」
『
･
■
＼
*
－

　

パ
ン
ー
マ
ネ
ー
』
等
々
．

-７-



engea≫ali

盾
僅
ぶ
Ｉ

１
　
司
。
冶

　

m

Ｖ
　
　
　
　
m

解
き
方
・

　

各
マ
ス
に
カ
タ
カ
ナ
を
一
文
孚
ず
つ

・
Ａ
れ
て
ぐ
。
だ
さ
い
。
最
後
に
□
ｊ
マ
孚

の
Ｉ
Ｊ
る
マ
ス
の
七
文
字
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に

つ
芯
ぐ
と
バ
苫
え
の
ぎ
葉
が
で
き
ま
す
。

‐
ヒ
｀
り
ト
い

大
い
に
ふ
づ
５

ま
し
た
い
．
．

ハ

｜

１
Z。..
　フ

Ｊ

Ｉ
４

「　
ｃ

６

■
７ ■8

モ
９

ll
Ｕ

ケ ｌ

ｔ
■

12

　　　A

□

監
i4

15

リ ■
16　1(7　

F

－ダ■
18

ギ■へ
20 2U

ア ■ ■≒
23

Ｇ 』|

七
筝
⑤

十
月
号
の
ク
に
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
の
答
え

【
オ
モ
シ
ロ
イ
ヒ
ト
】

今
【
Ｒ
に
心
辰
・
石
九
名
で
し
た
の
で
、

応
芦
ｔ
≒
・
い
に
ミ
念
。
曲
を
差
ト
王
げ
ま
す
。

9リt河渋奮

り，ﾆぶ谷二

“‰
烈士
Ｍ酒

４ｆｔ

・
’
ノ
＾
)

．
ｊ
・
阿
こ

坂
野

｀作

田田谷

ミ
ッ
子
（
厚
）

純
考
（
厚
）

　
　

勝
（
厚
）

耕
二
蔀
（
厚
）

　
　

ｉ

　
　
　
　

Ｉ
ｉ

含
百
ヵ
幣

②
「
－
＝
と
死
V
j
は
ア
メ
リ
カ
の

　

メ
ー
ラ
ー
の
小
説
。

③
二
租
の
男
女
が
い
つ
し
･
A
f
J
デ
ー

　

ト
す
る
こ
と
。

④
こ
ｃ
は
ｌ
棺
に
納
め
1
6
1
≫
。

⑤
i
H
T
^
ａ
ｗ
t
a
C
C
f
-
f
i
G
i
い
Ｉ
舞

　

踏
会
。

⑥
空
を
簾
可
る
白
い
・
Ｉ
。

＠
重
い
も
の
を
持
っ
た
拍
子
t
Ｊ
t
Ｓ
る

　

こ
と
I
S
O
'
隔
い
で
７
ぞ
。

ｃ
t
７
Ｏ
へ
る
こ
と
。

○
孔
一
遍
に
k
>
Ｂ
Ｒ
＾
Ｋ
Ｋ
配
憲
物

　

の
ツ
ル
･

ｃ
ｆ
ｆ
ｉ
?
3
S
＾
ｔ
ｔ
＾
t
ｎ
叢
む
く
じ
。

ｃ
ｆ
ｒ
リ
ス
ト
歌
の
教
会
に
い
る
・

○
叉
の
Ｉ
Ｉ
ｊ
を
愛
せ
。

＠
ハ
ン
コ
で
k
>
'

８－
-

つ下記応募用紙に答えを記人し、下記編

　

集部まで‥

　

正解者の中から抽選で、１０名様に記

　

念晶を贈ります。

Ｃ正解・当選発表は二月号で

○締切は、一月二十七日（上）必着

○宛先は、釧路市新富町１－７

　　　　　

林田クリニック内

　

釧路地方腎友会編集部まで、

　　　　　　　　　　

一一-･
一一。_。。

　

’｀彩な四彗

　　　　　　　　　

匹｀

　　　　　　　　　　

－

①人気女・の一人の一司世。

＠政情によって改造したり、総

　

醇麗したりすることも面る。

＠そのままでは貪ぺらｵ1ない価

　

です．

Ｓぼくのいうことを、５よっと

　

ｰ-してくれ｡

⑤女の子です。元はアメリカの

　

台語｡

⑩今lまっらいがここがｰのし

　

どころだ。

０あ＆収-な男のいうこと信

　

用するなよ。

０「グリーン意力い９」「いや

　

禁煙葦だ力う一一眼だJ

⑩聘くと花になる。

○日光芯どの昴る県でー｡

○静ってｰを巻く人もいる｡

＠やることがｰに飽ってはど

　

うしても不利になる。

＠石の霧工をする政人。

＠これは女性しZ7かがらないが

　

ンでで7.

笞∩病
院
名

ｉ氏
名

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
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